
第 6学年 図画工作科学習指導案

第 6学年   24名
指導者 立田 香江子

授業場   6年 教室

■材名 龍を見る く B饉賞 (1)ア 饉賞 〉

2 題材設定の理由

本題材は,龍の作品を見て,文化的・社会的な背景を考えたり知ったりしながら,自 他の見方

や感 じ方を深めることをねらいとしている。それぞれの作品に描かれている龍の表情や体の描か

れ方,絵がもつ勢いや力強さ,全体の雰囲気などに着 日し,そ れらの造形的特徴から,作品のよ

さや美 しさを感 じ取ったり,分析的に見て認識を広げたりしながら考える。それ とともに,作者

の意図やその時代の文化的 。社会的な背景からくる人々の思いが,造形的な特徴に表れているこ

とに気づき,写真 とは違 うこれらの作品の表現の奥深さを味わえることが期待できる。また,そ
の作品の見方や感 じ方は,児童の生活経験によつても様々であり,同 じ作品を見ても多様な感想

が出てくるだろう。それ らを話 した り聞いたりする中で,自 分の気が付かなかつた龍の様々な特

徴に着日でき,見方や感 じ方をさらに広げていく活動が中心となる題材である。

本学級の児童は,「 わたしの好きな風景・場所」とい う題材で,自 分のお気に入 りの風景や場

所を絵に表す活動をしている。中には,何人かが同じ場所を描いている作品もあつたが,構図や

色が同じ作品は 1つ もなかつた。作品を見ると,特に気に入つている対象物は,画用紙の中心に

大きく描いた り,教室の床の色など,実際よりも明るくカラフルに塗ったりするなど,児童の思

いが形や色に表れていた。その後,「描きたい思いが表れているところ」に着日しながら,友達

の作品を鑑賞 した感想を見ると,児童も構図や色などの特徴から,友達のその風景や場所への思

いを感 じ取つていた。絵を描いた人にとつてその対象物がどう見えているのか,心に思い浮かベ

る情景や姿が,実際の形や色とは違 う表現につながっていることを,こ の活動を通 して感 じ取る

ことができている。 しかし,感想を書く際に,ほ とんどの児童は,様々な言葉で表現することが

できているが,一方で,結びが 「すごい」といつた単調な表現になっている感想も多く見られ

た。龍の鑑賞を通 して,自 分の感 じたことを具体化できるように,言語活動を工夫する必要性を

感 じる。

そこで,鑑賞に適 した言葉を一覧にしたものを 2つ用意する。 1つ は,校内で統一して作られ

たもの (A)。 もう1つは,「わたしの好きな風景・場所」の鑑賞の活動で,実際に児童が感想で

書いた言葉の一覧 (B)で ある。A,Bと も「大きい 。明るい 。くすんだ 。やわらかい」といつた作

品を見た感 じを言葉にしたものが列挙 してあるが,そ れに加えて Bに は,「 工夫 している 。描き

分けている 。考えている 。まとまっている」など,語尾の部分に関するものを載せている。これ

は,「すごい」のような単調な表現をなるべ く減 らす効果をね らっている。また,描 く視点や向

きにも着 目した言葉を使用することで,自 分の感 じたことを,よ り具体化できるように支援 した

い。龍の図像については,表現の細部までわかるように大きく拡大 した り,できる限 り正確な色

の作品を表示 した りするなど提示の仕方を工大 し,児童が近くで見られる場を用意するようにし

たい。導入にあたつては,龍の表情や体の描かれ方,絵がもつ勢いや力強さ,全体の雰囲気など

に関心を向け,自 分の知っている龍の知識やイメージとの違いなどを話題にすることで,作品に

入 りやすくする。また,社会科の歴史学習に出てくる文化財にも,身近な友達の作品にも,それ

ぞれに人々の思いが込められていることに気づくことで,作品を大切にしようとする気持ちを育

めるようにしたい。



3 ■材の日標

(1)作品のよさや表 し方の違いを見つけることから,動 きやバランスなどの造形的な特徴を理

解する。                            (知 識及び技能 )

(2)作品の造形的な特徴から,そ の作品が作られた思いや意味を考える。

(思 考力・表現力・判断力等)

(3)作品から気づいたことや話 し合つて感 じたことから作品のよさを主体的に味わお うとす

る。                         (学 びに向かう力 。人間性等 )

○題材の評価規準に照らして,適宜,児童の学習状況を把握 し,指導に生かす。

◎題材の評価規準に照らして,全員の学習状況を把握 し,記録に残す。

4 題材の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取 り組む態度

作品の よさや表 し方 の違い

を見つ けることか ら,動 きや

バ ランスな どの造形的な特徴

を理解 している。

作品の造形的な特徴か ら,

その作品が作 られた思いや意

味を考えている。

作品か ら気づいた ことや話

し合 つて感 じた ことか ら,作
品の よさを主体的 に味わお う

としている。

5 指導と評価の計回 (全 3時間 本時2/3)
時 間 ね らい 。学習活動 評価の観点 評価方法等

・龍の美術作品を見て,感 じたこ

とや考 えた こ とをワー クシー ト

に書 く。 態 ○

思 ◎

・龍の美術作品を興味・関心をもつて

見ているか,自 分の感 じたこと考えた

こ とを, どの よ うに表現 しよ うと

しているのか,鑑賞の様子を観察 し

た リワークシー トを見た りして把握

する。   (観 察・ワークシー ト)

2 ・龍 の美術作品を見て,感 じたこ

とや考えた ことを,話 し合 う。
態 ○

技 ◎

思 ○

・進んで,作品か ら感 じた ことを話 し

ているか,話 し合いの様子や発言内容

か ら把握す る。

・話 し合 う中で,龍の造形的な特徴や

作品にこめ られ た意味 に気づ いてい

るか を,発言 内容や ワー クシー トか

ら,把握す る。 (観察・ワークシー ト)

3 。それぞれの龍の美術作品の概要

について調べ る。

態  ◎

・美術作品の文化的背景に興味関心

をもつて,進んで調べようとしている

か,様子を観察して把握する。



6 本時

(1)日 標

龍の美術作品を鑑賞して感 じたことを話 し合い,龍の造形的な特徴やそこにこめられた

作品の意味に気づくことができる。

(2)展開

学 習 活 動 指導上の留意点 学習活動における

具体の評価規準

評価

方法

1 本 時 の学習活 動や めあ

てを確認す る。

○前時までの活動 を振 り返 り,本

時のめあてを確認 し,学習の見

通 しをもたせ る。

発 言

ワークシ

ート

発言

龍の美術作品を見て感 じたことや,作品にこめ られた思いについて話 し合お う。

前時に鑑賞 した龍の美

術作品を見て,感 じたこと

を発表する。

作品にこめ られた思い

や意味について話 し合 う。

振 り返 リカー ドに記入

し,本時 の学 習 を振 り返

る。

○なるべ く多 くの作品について

感想が出るよ うに,発言 を促

す。

○造形的な特徴 について言及 し

た発言を取 り上げることで,着

日できるようにする。

○すべての作品に共通す る意味

を考えさせるとともに,それぞ

れの作品の どの造形的な特徴

か ら思いが感 じられ るかを考

えさせる。

○本時の活動を振 り返 り,次時で

は,作品が作られた背景につい

て調べていくことを伝える。

○ 自分の感 じた こと

発言 をすす んで発

昌
・
している。

【態度】

○作品の造形的な特

徴に気づき 【技能】,

作品に込められた思

いと関連付けて考え

ている。 【思考】

(3)評価及び指導の例

「十分満足できる」 と

判断 され る状況

作品の造形的な特徴に気づいている。 【技能】

作品の造形的な特徴 と作品にこめられた思いや意味を関連付

けて考えている。 【思考】

「おおむね満足できる」

状況を実現 させ るための

具体的な指導

作品の造形的な特徴に着 日できるよう,話 し合いで出された

発言を取 り上げた り,発言のたびに作品で示 した りして,気
づきやすいように配慮する。



第 6学年  校内研究授業記録

第 6学年     24名

指導者   立田 香江子

1 題 材 名  1 題材名 龍を見る ( B鑑賞 (1)ア 鑑賞 )

2 本時の目標

龍の美術作品を鑑賞して感じたことを話し合い,龍の造形的な特徴やそこにこめられた作品の意味

に気づくことができる。

3 展 開  (本字 2/3)

教 師 の は た ら き か け 児 童 の 反 応

○ (龍を見る)です。おさらいをしていきたいと

思います。

○龍つてどんな生きものでしたか。

みんなで考えをまとめましょう。

○ (意見をもとに,めあてを出す。)

○鑑賞のポイントつて何でしたか。

○見てみましょう。あれは何ですか。

○一つの作品につき何個ぐらい意見が出るかな。

○「① ドラゴンブリッジ」について発表しましょ

う。

○見る視点や設置されている場所という鑑賞のポ

イントがさらに出てきたね。

○ワークシー トを見る。

「自由な生きものです。」

「伝説の生きものです。」

「いろんな国で扱いがちがいます。」

「あまり悪い生きものではない。」

「龍とドラゴンではちがいがある。」

「中国で有名。」

「形や色」

「表 し方のちがい」

「作品のよさ」

「ドラゴンプリッジ」

「4個 ぐらい」

「迫力のある龍」

「羽のふくろが大きい」

「じつぽに針があり,翼 もあり,日 を大きく開けて

いるので悪い龍だと思 う。けど,町の中心にあ

るから守 り神かもしれない。」

「口を大きく開けている。」

＼

|…
四



教 師 の は た ら き か け 児 童 の 反 応

しま○ 「②高松塚古墳壁画青龍」について発表

しょう。

○形からのイメージはどうですか。

○ 「ことばであらわそう」の中でうねりつてあ

る?足 しておいてもいいね。

○「③十二神将立像辰神」について発表しまし

よ つ。

○今日お休みの○○くんの意見も紹介しますね。

(ワ ークシー トから。)

○「④雲龍図 (狩野探幽)」 について発表しま

よ つ。

○教室の幅が半径 6mですね。

「目が光つていて獲物を狙つているよう。」

「名前が青龍だが,体が緑。」

「色を使い分けていて本物みたい。」

「体が途切れていてすごく大きい。」

「オレンジ色や黄色を使つていてすごく安心感が

ある。」

「○○さんが調べていたように,龍が蛇みたいに見

える。」

「青や緑で守 り神のよう。」

「体のうね りが強そ う。」

「体全体が金で覆われているから守 り神みたい。」

「顔全体の雰囲気が,え んま大王みたい。神様みた

いで怖いけど,守 られてそ う。」

「ゴツゴツしている様子ではなく大人 しそ うと思

つた。」

「顔 と刀の抜 く方向から,上から見下ろしている

みたい。」

「男の人の頭に龍がいるのは,干支を守っている

と思 う。」

「金で,縁起がいいように見える。」

「厚 く角張つている鎧が強そ う。」

「12mあ る。」

「ゴッゴッしてぃる。」

「映画に出てきそ う。迫力があり今にも出てきそ

う。」

「雲のような周りに龍が出てくるのが,水の神様

のよう。」



教 師 の は た ら き か け 児 童 の 反 応

○遠近法 ?みんな見てみて。

○「⑤雲龍図 (海北友松)」

よ つ。

について発表 しまし

○これつて4枚 じやないよね。 8枚だつたね。

○そうだよね。「あ」「うん」の呼吸になつてい

ましたね。

について発表 しましょう。

○「⑦雲龍支鉢」について発表しましょう。

「⑥富士越龍図」

「明るくて金色の雲の上で泳いでいるみたい。」

「遠 くから見たら遠近法みたい。」

「凹凸がある。」

「うろこに迫力がある。 うろこにとげみたいなも

のがあるから,何かから守つているみたい。」

「龍の周 りが黒く塗られているから目立つ。」

「墨だけで描いている。他の材料を使わないこと

で味が出ている。」

「所々隠 しながら,出 しながら,

「不思議にうまく感 じる。」

「日はギョロつとしている。」

「あ。」「うん。」

大きさが伝わる。」

「遠近法を使うので見る人が山の方にいる。」

「天に昇つていく様で北斎の最後の姿と思つた。」

「下から見てみると龍が神様のよう。」

「下から煙が上がっている。階段のように見える。」

「黒の煙の中で描くことで,龍が目立つ。」

「鮮やかな色がとてもきれい。」

「描写がきれい。」

「宝珠が大きいのは,人々の願いが込められてい

るからだと思う。」

「青つぽい雲 (悪い心)を吸つているような感じ

がする。」

「龍のうろこが点々塗りのようになつている。」

「龍が斜め下を向いて,何かを狙つているような

想像が膨らみました。」



教 師 の は た ら き か け 児 童 の 反 応

○「③下り龍の彫刻」について発表しましょ

08つの作品を見て,それぞれ作者にはどんな

想いがあつたと想いますか。

○どんな思いでつ くつたと思 う。なぜ怖い顔か

な。

○例えば悪いものって何だろう。

○これつていつ頃作られていますか。最近 ?

○その頃の江戸時代を調べてみたら,何でこれ

を作つたかの,背景が出てくるかもしれません

ね。次の時間にはそれを調べていきましょうか。

○振 り返 リカー ドを 1～ 5段階で評価 してくだ

さい。

つ 。
「目がギョロつとしている。」

「下つている龍がすごいと思つた。」

「下 り龍が上から下を見守つている。」

「なぜ,下 り龍 と名付けたのか気になる。」

「柱が自い石灰で作 られていて,龍が日立ってい

る。」

「荒々しいポーズで,今にも動き出しそ う。」

「黄色に光る目がこちらを院んでいるよう。」

「ゴツゴツと長い体が天をあおぐよう。」

「一つ一つの個性はあるけれど,守 り神にしてい

ると思います。」

「龍はこわいイメージだから,守 り神のようにし

て飾つたと思います。」

「平和になつてほしいと思つた。」

「怖い顔にすることで,悪いものが寄 りつかない。」

「風邪,病気,自 然災害。」

「1656年,江戸時代です。」

「はい。」

〇振 り返 リカー ドに記入する。

板 書

を見 る

龍の美術作品を見て感 じたこ

とや,作品にこめられた思い

について話し合おう。

⑤ ④

∪
　

⑦

③

　

②

⑥

　

①



第6学年授業研究会 研究協議

1 間目点

(1) 作品のよさや表し方の違いを見つけ,動きやバランスなどの造形的な特徴を理解できるよう

にするにはどうすればよいか。

(2) 作品の造形的な特徴から,その作品が作られた思いや意味を考えることができるようにする

にはどうすればよυヽか。

(3) 作品から気づいたことや話し合って感じたことから作品のよさを主体的に味わおうとする態

度を引き出すためにはどうすればよいか。

2 解決の一方策

く間目点 (1)について〉

(1)人種類ある竜の図画を,大きく拡大したり,できる限り正確な色の作品を表示したりと,提

示の仕方を工夫することで,児童が作品の表現の細部までをよく見て, じつくりと鑑賞するこ

とができた。

(2)鑑賞の活動場所を広い音楽室に設定し,美術館のように図画を配置することで,児童が思い

思いの場所から,また寝転んだり座つたりといった思い思いの視点から鑑賞することで,自 由

度の高い鑑賞活動ができた。

(3)鑑賞する前から,時代背景などの絵の情報を言わない「そのまんま効果」を大切にすること

で,児童一人ひとりの見方や感じ方を深めることができた。

(4)鑑賞シー トを活用し,感 じたことや思つたことを言葉にすることにより,対象の美しさや造

形的な要素が明確になったり,対象を見る視点や対象から感じ取つたことが整理できた。

〈間目点 (2)について〉

(1)「 ことばであらわそう」という鑑賞に適した言葉の一覧表を児童に配つていた。表面の校内

で統一したものに加えて,裏面は実際に6年生が感想で書いた言葉を載せていた。さらに言葉

を付け加えて活用する児童もおり,児童の鑑賞の言葉を引き出すことにつながった。

(2)初めに鑑賞のポイントをまとめて板書していた。また,実際にでた児童の意見から鑑賞のポ

イントを付け加えていくことで,イ メージが共有でき,伝え合いが深まっていった。

(3)授業者は伝え合う際の文末表現に着日し,「すごい。」といった単調な表現を減らすべく普段

の授業から指導を続けていた。言葉の表現が育っていることで,感 じたことをより具体的に表

現できる児童が多く,活発な意見交換につながつた。

(4)次時は,作品の時代背景を調べる活動につなげることを計画している。作品を作つた作者の

「思い」につなげていくことで,よ り鑑賞が深まることをねらっている。



〈間■点 (3)について〉

(1)小学校段階では,楽 しんで鑑賞するということが大切である。「美術館」という場の設定の

工夫から,子 どもたちなりの見方で鑑賞を楽しむことができていた。

(2)授業者が児童の意見を把握しており,欠席の児童の意見を共有したり, どの意見も一つ一つ

丁寧に取り上げたりと,感じたことを安心して言える雰囲気作 りができていた。児童の発言

を中心に授業が進められており,学び合いを通して関心が高まった。

(3)授業者が「どこからそう考えたの。」といったさらに深まる発間をしたり,児童が意見を言

つた後に鑑賞のポイントとつなげたりすることにより,共有の時間が充実していった。

3 今後の課題

(1)作品の感想で,授業時間のほとんどを費やしてしまった。前時を本時につなげるための工夫

があるとよい。例えば,付箋や大きいホワィ トボー ドを活用してみんなでどんどん感想を書い

ていき,そ こから共通した思いを探すという活動がある。そうすることで,ま とめや振 り返り

の時間がとれる。

(2)「 ことばであらわそう」の表について,言葉の分類をして,並べ方を考え直してみるとよい。

子どもたちが言葉を見つけた時に書くスペースがあってもよい。また,オノマ トペの表現は児

童が理解しやすいため増やしてみるとよい。

(3)普段の授業から身近に鑑賞を取り入れるためには,ア クションカー ドを活用するとよい。同

じところ見つけ,仲間集め,時代の古い順,高そうなものからなど,子 どもたちの見方で鑑賞

に親じむことが大切である。
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